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1. はじめに 
 
かごマットは、近年の「多自然型川づくり」に呼応する工法として幅広く利用されており、

環境に優しい川づくりに貢献しております。 
弊社のかごマット（Ｋ－マット）も、1989 年に初めて設置して以来、様々な要求に対応
しながら改良を重ね、数多くの実績を積み上げてまいりました。 
本マニュアルは、施工する方々を対象に、Ｋ－マットを安全にかつ効率的に施工できるよ

うに、組立手順や注意するポイントなどを編集したものです。 
なお、施工に際しては、本マニュアルを熟読いただくとともに、「Ｑ＆Ａ別冊 かごマッ

ト用 かご網の組立手順」、かごマット工法技術推進協会、平成 11 年 8 月 も併せて熟読
いただきますようお願い申し上げます。 
 

2003年 4月 
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2. マットレスタイプ（平張タイプ） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

施工例－１ 大分県 
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2.1. かご網の規格 

 
かごの厚さ 500mm 

細部規格 
部材名称 

線径×網目 枠、骨線 
本体部 φ4.0mm×100mm φ6mm 
ふた部 φ5.0mm×65mm φ6mm 

 
かごの厚さ 300mm 

細部規格 
部材名称 

線径×網目 枠、骨線 
本体部 φ3.2mm×75mm φ4mm 
ふた部 φ4.0mm×65mm φ5mm 

 
 
連結コイル線の規格 

線径 コイル径 
連結支点の

距離 
コイル長 

呼び径 
5mm以上 

50mm以下 
（内径） 

80mm以下 

（厚さ 300mmの場合） 
高さ方向 300mm 
その他 500mm以上 
（厚さ 500mmの場合） 

500mm以上 

 

 
仕切網の間隔 
部材名称 厚さ 500mm 厚さ 300mm 
隔壁（水平部） 2000mm以下 2000mm以下 
隔壁（法面部） 1500mm以下 1500mm以下 
隔壁（タレ部） 1500mm以下 1500mm以下 
側壁 2000mm以下 2000mm以下 
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2.2. 各部の名称 
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(1)各部の名称及び法面部、隔壁の取付け角度（Ｈ＝500） 
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(2)各部の名称及び法面部、隔壁の取付け角度（Ｈ＝300） 
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2.3. 吸出し防止材の敷設 

 

 
 
 
① 法面整形を終えた後、Ｋ－マットの敷設面に吸出し防止材を敷設します。 
② 吸出し防止機能を維持するために、上流面のシートを上にして重ねるものとします。 
③ 重ね代は、100mm以上とします。 
④ 端部はＫ－マットの厚さだけ巻き上げるものとします。 

 

 
 



 
 
 
 

 
8 

2.4. 組立手順 

2.4.1. 本体の組立 

 

 
 
① 割付図面に従い、本体を設置します。 
② 折り畳んである側壁、隔壁を起こし、コイルで組立を行います。 
③ ユニットごとの隔壁、側壁は共有します（二重になりません）。 
④ 側壁と側壁の連結、側壁と隔壁の連結が同じ所となった場合は１本のコイルで連結

して構いません。 
⑤ 延長方向の施工誤差を少なくするため、6mか 12m毎にポイントを設け、出来形の
確認を行います。 
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2.4.2. コイルの連結 

 
① 連結の方法は、コイル式とする。 
② 側壁と隔壁、流水方向の底網と底網、外周部については、接続長の全長を連結する

ものとし、その他の部分は、接続長の１／２以上（１本／ｍ）を連結すること。 
③ 連結終了時のコイルは両端の先端末は内面に向けるものとする。 
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 (1)本体コイル掛け（Ｈ＝500） 
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(2)本体コイル掛け（Ｈ＝300） 
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2.4.3. 石詰め 

(1)石詰の前に 

 
① 石詰め前に、単管又は木材を組み、それと側壁、隔壁の枠線とを被覆鉄線（結束線）

等にて仮止めしておく事をお勧めします。（石詰め時の枠線の変形を防ぐため） 
 
(2)石詰め順序 

 

 
① 石詰めは、①水平部 ②タレ部 ③法面部（下より） の順序で行います。 
② 上記順序通り石詰めが行えない場合は、法肩、法尻部の本体底網の枠線の下側部分

に鉄筋を打ち込む等の措置を必ず行ってください。（本体のズレ止めのため） 
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(3)石詰めの工程 

 

① 石はマス目の中央部に所要

量を投入します。 
② 枠線の通りが真っ直ぐにな

るように修正しながら、詰

石をマスの四隅に積み上げ

ます。 
③ 空いた中央部に詰石を投入

します。 
④ 表面が平らになるように、

表面を仕上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)本体枠線の手直し 

 

① 側壁、隔壁の下がっている部分の枠線をで

きるだけ上に持ち上げておきます。（ふた網

の骨線と側壁・隔壁の枠線を近づけ、結合

コイルによる連結作業を容易にするため） 
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2.4.4. ふた網の設置 

(1)ふた網の掛け方 
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(2)骨線の使用方法 

 

 
 
① ふた網の敷設が終わったら、ふた網に骨線を通します。 
② 骨線は、隔壁、側壁の上と、ふた網の端部（リング部）に使用します。 
③ 骨線の端部を折り曲げ、かご上部に骨線端部が飛び出さないように、かご内部に押

し込みます。 
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(3)ふた網の連結 

 

 
 
① ふた網の骨線と、隔壁、側壁をコイルで連結します。 
② 外周部は、接続長の全長を連結します。その他は、接続長の１／２以上を連結しま

す。外周とは、１区割の外回りのことであり、ふた網１枚ごとのことではありませ

ん（ふた網をリング結合（p.14のＡ部詳細）のつなぎ方をした場合は、外周部とみ
なしません）。 
③ ふた網それぞれのリングに骨線を通した場合は、一体式とならず、その個所におい

ては、接続長の全長連結が必要となります。 
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(4)ふたのコイル掛け 
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2.5. 本体の重ね方 

2.5.1. 延長の調整方法 

 
本体網を重ね合わせて、延長の調整を行います。 
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2.5.2. 曲線部の対応 

 
本体網を重ね合わせて、曲線部の対応を行います。 
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2.5.3. 法長の調整方法 

 
本体網を重ね合わせて、法長の調整を行います。 
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2.6. ふた網の重ね方 

2.6.1. 延長の調整方法 

 
上流側のふた網が上になるように施工します。 
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ふた網がずれ込んだ場合の最終端施工方法 
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2.6.2. 曲線部の対応 
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2.7. 結合コイルの両先端末の処理 
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3. 多段タイプ（多段積タイプ） 
 
本章では、２章のマットレスタイプ（平張タイプ）の内容と異なる点について記述してお

ります。共通事項については、２章を参考にして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

施工例－２ 新潟県 
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3.1. かご網の規格 

 
かごの厚さ 500mm 

細部規格 
部材名称 

線径×網目 枠、骨線 
前直網 φ5.0mm×65mm φ6mm 
前平網 φ5.0mm×65mm φ6mm 
ふた網 φ5.0mm×65mm φ6mm 
その他 φ4.0mm×100mm φ6mm 

 
 
連結コイル線の規格 

線径 コイル径 
連結支点の

距離 
コイル長 

呼び径 
5mm以上 

50mm以下 
（内径） 

80mm以下 500mm以上 

 
 
 
 
 

 
仕切網の間隔 
部材名称 厚さ 500mm 
仕切網 2000mm以下 
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3.2. 各部の名称 
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(1)各部の名称及び構造（Ｂ型） 
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(2)各部の名称及び構造（Ｃ型） 
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3.3. 吸出し防止材の敷設 

 

 
 
① 階段状の地盤に沿って設置する(1)の方法が標準的な方法です。やむを得ず背面が階
段状にできない場合は、(2)の方法をとっても構いません。その場合は、背面網との
間を砕石等の材料で、間詰めする必要があります。 
② 吸出し防止機能を維持するために、上流側のシートを上にして重ねるものとします。 
③ 重ね代は、100mm以上とします。 
④ ロール状の吸出し防止材を法面方向(a)に使用するのが一般的な方法です。流水方向

(b)に敷設しないようにして下さい。 
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3.4. 組立手順 

3.4.1. 本体の組立 

(1)本体組立及びコイル掛け（Ｂ型） 
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(1-A)コイル掛け詳細（Ｂ型） 
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(2)本体組立及びコイル掛け（Ｃ型） 
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(2-A)コイル掛け詳細（Ｃ型） 
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3.4.2. ふた網の設置 

ふた網の掛け方 
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3.5. 本体の重ね方 

3.5.1. 延長の調整方法 

 
本体網、ふた網ともに重ね合わせて調整します。 
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3.5.2. 曲線部の対応 

 
本体網、ふた網ともに重ね合わせて対応します.。 
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(1)曲線部組立詳細（Ｂ型） 
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(2)曲線部組立詳細（Ｃ型） 
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4. おわりに 
 
弊社は「かごマット」の先発メーカーとして、今後とも蓄積したエンジニアリングを最大

限に発揮し、これまでの施工現場の追跡調査を行いながら、より良い製品へ改良を重ねて

まいります。 
本マニュアルも常に見直し、最新の内容に維持してまいる所存ですので、宜しくお願いい

たします。 
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